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「
行
革
」
の
拠
点
で
は
な
く

街
づ
く
り
を
支
え
る
図
書
館
に

災
害
を
想
定
し
た
環
境
づ
く
り
を

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

問　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る
。
市
民
に
適
正
利
用
を
促
し

て
い
る
が
、
今
ま
で
に
不
適
正
利
用
の

事
案
は
あ
る
の
か
。

答　
適
正
か
ど
う
か
は
主
観
的
で
あ
る
。

救
急
要
請
を
た
め
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

重
症
化
し
な
い
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

問　
救
急
出
動
の
削
減
対
策
と
し
て
電

話
に
よ
る
相
談
で
、
総
務
省
の
※
救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
（
♯
７
１
１
９
）

と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
。
将
来
の
広
域

民　
政　
会　
　
　
和
田　
厚
行

一　
小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
は
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
、
被
災
者
が
小
・
中
学
校
の
体
育

館
で
避
難
生
活
を
す
る
映
像
を
目
に
し

た
。
映
像
か
ら
も
大
変
厳
し
い
環
境
で

の
避
難
生
活
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
小
・
中
学
校

の
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ

と
は
必
要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
検
討

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
外
の
先
進
市
で
は
、
業
務
用
エ

ア
コ
ン
を
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
部
分
に
６

台
〜
10
台
設
置
す
る
方
式
で
１
校
当
た

り
、
約
４
千
万
〜
６
千
万
円
の
費
用
が

掛
か
っ
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
の
稼
動
量

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答 

県
内
政
令
市
を
軸
に
、
平
成
35
年

度
ま
で
に
全
県
化
を
目
指
す
考
え
の
た

め
、
県
内
の
動
向
を
注
視
し
、
救
急
電

話
相
談
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

二　
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

問　
窓
口
業
務
等
委
託
に
つ
い
て
法
的

に
不
適
切
な
部
分
を
指
摘
し
て
き
た
。

更
新
に
向
け
て
弁
護
士
に
相
談
を
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
消
耗
品
支
給
な
ど
は
「
疑
義
が
あ

る
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

意
見　
不
適
切
な
部
分
は
12
年
前
か
ら

継
続
し
て
お
り
、
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

委
託
を
や
め
て
、
直
接
的
な
雇
用
に
切

り
替
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

問　
移
動
図
書
館
終
了
の
報
告
は
、
事

前
に
議
会
に
相
談
が
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
費
用
対
効
果
、
「
選
択
と
集
中
」

の
結
果
で
あ
る
。
図
書
館
協
議
会
で
の

意
見
聴
取
を
経
て
決
定
し
た
。

意
見　
利
用
の
多
い
大
根
・
鶴
巻
地
区

は
課
題
だ
。
天
然
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
閉
鎖
す
る
９
月
ま
で
巡
回
す
べ
き
だ
。

に
よ
っ
て
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

想
定
以
上
に
増
加
し
て
い
る
事
例
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
体
育
館
に
導
入
す
る
場

合
の
国
庫
補
助
率
は
お
お
む
ね
６
分
の

１
と
な
り
、
財
政
上
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
も
分
か
っ
た
。
引
き
続
き
、
他
の

自
治
体
の
設
置
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

二　
お
い
し
い
秦
野
の
水
の
販
売
拡
大

に
つ
い
て

問　
本
市
の
財
産
で
も
あ
る
名
水
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
お
い
し
い
秦
野
の
水
の

販
売
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現

在
の
取
り
扱
い
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
20
年
に
事
業
を
始
め
た
際
の

取
り
扱
い
店
舗
は
10
店
舗
で
あ
っ
た
が
、

31
年
２
月
末
時
点
で
は
59
店
舗
ま
で
増

本市の財産である「秦野名水」のPRを

巡回中の移動図書館「たんざわ号」

議
案
第
９
号　
秦
野
市
立
学
校
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

市
立
み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
を
公
私

連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
幼
稚
園
を
廃

止
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
移
行
後
の
公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
利
用
定
員
は

議
案
第
10
号　
秦
野
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
市
に
お
け

ど
の
よ
う
か
。

答　
定
員
は
、
幼
稚
園
部
門
の
１
号
認

定
が
１
０
０
人
、
保
育
園
部
門
の
２
号

・
３
号
認
定
が
90
人
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
に
対
す
る

説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、
納
得
を
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

公
立
幼
稚
園
の
公
私
連
携
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
化
は
本
市
の
大
切
な

歴
史
の
一
歩
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

る
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率
を
定
め

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率
を
保

証
人
が
い
る
場
合
は
無
利
子
と
し
、
保

証
人
が
い
な
い
場
合
は
１
％
に
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
貸
付
利
率
を
さ
ら
に
下

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
被
災
者
の
生
活
再
建
に
必
要
な
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
あ
る
た
め
、

低
い
利
率
で
貸
し
付
け
る
こ
と
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
証
人

が
い
な
い
場
合
に
は
貸
し
倒
れ
と
な
る

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
貸
付

制
度
を
踏
ま
え
１
％
の
貸
付
利
率
を
設

け
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
を
廃
止

新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

技
術
者
の
育
成・確
保
の
た
め

試
験
科
目
を
見
直
し

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率

保
証
人
が
い
な
い
場
合
は
１
％

議 会 の 動 向
○２月 18日（月） ・議案送付
 21日（木） ・議会運営委員会
  ・議会基本条例検証委員会
 25日（月） ・市議会第１回定例会開会 【傍聴者数３人】
 28日（木） ・本会議（代表質問） 【傍聴者数15人】
  ・追加議案送付
○３月 １日（金） ・本会議（代表質問） 【傍聴者数29人】
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 ４日（月） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数１人】
 ６日（水） ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 ７日（木） ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 ８日（金） ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 12日（火） ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  ・総務常任委員会 【傍聴者数７人】
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 13日（水） ・文教福祉常任委員会
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 14日（木） ・環境都市常任委員会
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 18日（月） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数22人】
 19日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数16人】
  ・代表者会議
  ・追加議案送付
 25日（月） ・議会運営委員会
  ・予算決算常任委員会 【傍聴者数２人】
  ・市議会第１回定例会閉会 【傍聴者数２人】
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 28日（木） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
○４月 16日（火） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会運営委員会
○５月 16日（木） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会報編集委員会

加
し
て
い
る
。
今
後
も
多
く
の
店
舗
で

取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
販
売

促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
名
水
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
事
業
を
進
め
て
い
く
。

議
案
第
14
号　
秦
野
市
水
道
事
業
水
道

技
術
管
理
者
及
び
布
設
工
事
監
督
者
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
要
件
と

な
る
試
験
の
選
択
科
目
の
一
部
を
削
除

す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
全
国
的
に
土
木
職
職
員
が
不
足
し

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
本
市
は
今
回

の
改
正
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
本
市
が
水
道
拡
張
事
業
の
監
督
業

務
な
ど
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
、
布

設
工
事
監
督
者
の
資
格
を
持
つ
人
材
の

育
成
・
確
保
に
つ
な
が
る
た
め
、
重
要

な
制
度
改
正
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

加
藤
剛
議
員
は
神
奈
川
県
議
会
議
員

選
挙
に
立
候
補
し
た
た
め
、
公
職
選
挙

法
第
90
条
に
よ
り
、
平
成
31
年
３
月
29

日
付
で
市
議
会
議
員
を
失
職
し
ま
し
た
。

加
藤
剛
議
員
が
失
職

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

議会基本条例の検証結果を報告

第６回議会報告会の結果を報告

　議会基本条例の施行から６年が経過する中
で、条例に基づく取り組みを検証するため、
「議会基本条例検証委員会」を設置し、計12
回の会議を開催して、検証を進めてきました。
　平成 31年３月１日に川口薫座長が、正・
副議長に検証
結果を報告し
ました。結果
報告書は、ホ
ームページに
掲載していま
す。

　平成30年 11月に開催した第６回議会報告
会の結果を 31年３月１日に議会報告会検討
会の八尋伸二座長が正・副議長に報告しまし
た。

　報告書では、
改選後には議
会報告会を原
則、年１回の
開催とするこ
となどについ
て意見が付さ
れました。

座長から正・副議長への報告の様子

幅広い層の市民との意見交換を
目指して

※救急安心センター事業（＃7119）…消防と医療が連携し、救急医療相談と医療機関案内を、共通の短縮ダイヤル（＃7119）で行う電話相談窓口用語解説




